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全国展開へ―その機が熟してきたようだ― 

コウノトリ湿地ネット 代表 佐竹 節夫 

 

 

●実は、５年前からモヤモヤしていた 

思えば、今から５年前の2010 年 1 月、当会は一つの学習会を開催したことがあります。テーマは

「渡りと定着について考える」。当時は、まだ市外に「遠出」する個体は少数でしたが、コウノトリの将

来を考えると、そろそろ「豊岡のコウノトリ」と冠をつけて語ることから脱皮する必要があると思ったから

です。でも、本音は居ついてほしいし、分布域拡大への緊迫感はほとんど持っていませんでしたけ

ど。 

それ以降の状況は、皆さんご承知のとおり。放鳥したまちの無責任をなじるかのように多くの若鳥

が全国各地・韓国を落ち着きなく飛び回るようになっています。豊岡はというと、今年の新ペア３組を

加えた９つの巣と独身若鳥たちによって豊岡盆地が満杯状態となっています。市内外ともに、コウノト

リの行動に人間側が押されっぱなしというのが現在の状況です。とくに豊岡市内では、効果的な手立

てが打てない間にコウノトリの内部世界で様々な歪な行動が顕著になりだしました。餌不足～重複す

るテリトリー、男女比のアンバランス～近親婚・メス同士のペア形成・オスの奪い合い・ヒナ殺し等々

（※）です。これらは、今後ますます深刻になってくるでしょう。早急にコウノトリ（と飛来地の人々）の成

り行きに任せている現状を打破しないと、またぞろコウノトリが不幸に陥るかもしれません。何とかしな

くては。 

（※）ここで注意すべきは、「野生動物なのだから、通例行為の範囲」としたり顔で評論しないことで

す。まだ、野生復帰は緒に就いたばかり。彼らが地域個体群として安定するには程遠い状態です。

受け皿作りもしかりで、豊岡の生息環境再生は取組途上ですし、他のまちではほとんどなされていな

いのが現状です。つまり、今日の彼らの状況を生み出したのは、良いも悪いも野生復帰を進めてきた

人間によるものです。全ての事象は、取り組みの流れの中で捉えるべきと思います。 

 

●では、どうすれば？ 

目指すべきは、コウノトリ野生復帰グランドデザイン（2011 コウノトリの郷公園）に示される「最終ゴ

ール」であることは言を俟ちません。全国各地～東アジアに生息環境を創出させ、分布域を広げ、そ

れぞれの地で地域個体群を形成させていかねばなりません。せめてそこまでは手を抜いてはいけま

せん。本来なら、まずは最終ゴールに向けた生息地づくりへの骨太方針の作成と体制づくりをすべき

ですが、何せ国・県・市を巻き込んだ大事です。文化財保護法という法律の制約もあり、容易ではあ

りません。とくに私たちのように弱小NPOでは・・・。 

豊岡に居てウジウジしている間に、コウノトリが飛来したいくつかの地では、（まだ小さいながらも）熱

い思いが灯りだしています。市民の方が動きだされているのです。奄美大島の奥昭仁さん、和歌山

の土橋進さんたち、徳島の三宅武さんたち、京丹後市の野村重嘉さん、美王恵次郎さんたち、亀岡

市の八木昭さんたち、そして市内日高町の水嶋芳彦・安夫さんたちです。皆さん、共通してコウノトリ

への熱き思いに揺るぎがありません。私たちは、せめてコウノトリに関る喜びを共有したいと思いまし

た。微力ながらその頑張りにエールを送りたいと思いました。 

幸い、今年のエコトーンプロジェクトの助成を受けましたので、いくつかの地を訪問しました。以下、

これまでの様子を報告します。 
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レンコン畑 

つどい 

■■ 徳島県鳴門市では 

４月14 日、２羽のコウノトリ（J0481♀、J0044 ♂）が越冬後も移動せずに居ると聞き、鳴門市に行き、

三宅さん、沖野さん親子に現地を案内してもらいました。まずはいつも通り、全体地形を眺めてみま

す。北の鳴門山脈を背にして田園地帯が広がり、まるで水郷地帯のような中を旧吉野川が緩やかに

流れて海に注がれています。田園部一帯はご当地特産のレンコン畑で、コウノトリは近くの稲作田よ

りレンコン畑がお気に入りとのこと。それもそのはず、レンコン畑は（基本的に）常時湛水ですし、水路

との段差もほとんどありません。周辺は小魚、カエル、アメリカザリガニなどで一杯です。冬季の積雪

はないし、そりゃコウノトリは居つくわなと感じました。田園に点在する民家等とても魅力的で、ここで

はコウノトリも落ち着いて採餌していました。 

現場観察の後、三宅さんの肝いりで小さな集いが開催されました。参加者は国土交通省、徳島県、

鳴門市の職員さんとNPO の方、そして野鳥の会の方々です。私は、三宅さんという個人の非公式な

呼びかけに、これだけ多方面の方たちが参集されたことに驚いてしまいました。でも、もっと驚かされ

たのはその後の行動の速さ、急激な盛り上がりです。 

・4 月 21 日 徳島県農林水産部局が豊岡市を視察 

・4 月下旬～5 月初旬 2 羽のコウノトリが変電所に、その後電柱に巣づくりを始める 

・5 月中旬  四国電力はコウノトリのために配電バイパス工事を実施 

・5 月 21日 県、市、大学、野鳥の会、農家、JAなど10団体による「コウノトリ定着推進連絡協議会」

が発足 

・6 月 12 日 上記協議会餌場確保部会が実証試験ほ（ビオトープ）の設置計画を発表  

・6 月 17 日 徳島県知事が営巣地周辺を鳥獣保護区に指定する方針を示す 

 

コウノトリはメスが2 歳で、まだ性成熟年齢に達し

ていないと思われます。しかし、この環境、この熱意、

しっかりしたプランによって、近いうちにヒナ誕生に

なるだろうと信じています。徳島の行政部門は農林

水産部局が中心で動かれているのが特徴です。農

業とコウノトリのひとつの共生の姿が出来上がること

をすごく期待しています。 

 

 

 

 

  

J0044 
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座談会 

■■ 京都府亀岡市では 

5 月 9 日、八木さんたち「亀岡コウノトリの会」が中心になって鳥の写真展を開催中なので、賑やか

しに訪れてみました。亀岡は、10 数年前に大陸から1 羽のコウノトリが飛来したことがあります。保津

川河川敷に湿地状の箇所がいくつかあり、八木さんたちは捕獲した魚をそこに放流して、餌場に供

しておられました。私は、その小さな湿地でコウノトリが採餌する様子を見て、水深や形状、周囲の環

境等、豊岡での放鳥を前にして大いに学ばせてもらった経

験があります。保津川周辺の田んぼには昨秋にも豊岡か

ら 1 羽が飛来しており、コウノトリ観察とともに受け皿をつく

っていきたいとの思いも高まりつつあります。 

座談会では、2005 年の豊岡での放鳥式に参加された

方たちの映像なども紹介され、熱心な論議となりました。今

後、交流をますます活発にしたいと思います。 

 

 

■■ 京都府京丹後市では 

京丹後市久美浜町は、豊岡市と峠で区切られただけ

の隣町。コウノトリにとっては一体の地形です。かつて昭

和初期でも但馬地域個体群の一部として複数の営巣が

見られていました。2011 年、豊岡から飛来する個体の観

察が野村さんたちによって始まり、やがて人工巣塔の設

置、ビオトープ田造成、有機農業へと活動が広がり、

2012年には初の繁殖となりました。残念ながら翌年の子

育て中にオスが死亡したので、以来繁殖は途絶えてい

ますが、相変わらず個体観察や餌場づくり等を活発に

展開されています。 

6月 16日、地域でモリアオガエルを保護する集いがあ

ると聞き、現場を訪れました。大勢の農家が休耕田（ビ

オトープ田）を囲って、卵塊を観察し、幼生を放流されて

いました。どうやら、関心がコウノトリ→餌生物→田んぼ

の生きもの全般へと

広がっているようでし

た。 

地区公民館に移り市役所

農林水産部局の職員も加わっての座談会では、コウノトリの生態、

地域の生物、農業のやり方や行政との関係などを話題に賑やか

な会となりました。ここでの特徴は、野村・美王さんのコウノトリへの

愛情がとても深いこと、感情だけでなく細やかに観察（写真）され

ていること、行動は農業が基本なので、芯がぶれていないこと、そ

してお年にもかかわらずフットワークがとても軽いことです。エール

を送るというより、学ぶことが一杯の地域です。 

モリアオガエルの卵塊 

ビオトープ水田 
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■■ 市内日高町では 

豊岡市内とはいっても神鍋高原の麓となれば、コウノトリ生息環境とは少し違うかなとの意識を変え

てくれたのが2012 年の冬でした。雪深い地域で、なんと2 羽が越冬したのです。なぜ？ 聞くと、湧

水のある湿地（放棄田）があるとのこと。以来、ここにも熱心なコウノトリファンが現出しました。水嶋さ

ん、成田さんたちです。観察するだけでは足りず、この湿地をより良好な餌場にされることになりまし

た。 

5 月 27 日、現場で地元の皆さんと打ち合わせ。その後、地域の区長さんの紹介で各地権者の方

に土地使用をお願いして、秋までには草刈り機と重機を使って湿地造成を行うこととなりました。豊岡

市の「小さな自然再生補助事業」に申請予定です。 

 

 

 

豊岡のコウノトリが舞い降りた地では、必ずといっていいほど一定のムーブメントが巻き起こります。

それは極めて小規模だったり、一瞬の出来事に終わることもありますが、中には多くの人を巻き込ん

だ地域活動に発展することもあります。私たちが「すごいな」と感じて訪問したこれまでの地域には、

いくつかの共通した事柄があるように感じました。 

１、 コウノトリ（鳥）を真に愛されていること。我が子のことのように語られる方もおられます。これは、コ

ウノトリの独特な魅力によるものです。人を引き付ける野鳥はたくさんいますが、人を「馴染ませる」

鳥は極小だと思いますね。だから、よく名前が付きます。 

「真に愛する」とは、コウノトリの側に立って、考え、行動することでしょう。訪問地の方々が実践さ

れておられます。 

２、 行動が進むにつれ、悩みも多くなること 

コウノトリは人里の鳥です。自然環境の改善よりも、人間関係の解決に頭を悩まされます。対行

政など、壁にいっぱいぶつかります。一足飛びの徳島は異例中の異例です。一進一退が普通

の速度。悩みは進歩と考えましょう。 

３、 でも、皆さん大らかで明るい！ 

これまでの生きざま、生業などで、芯がぶれないからでしょう。これからも我々若輩者をご指導く

ださい。 

 

 

 

 

湿地造成の現場相談 湧水のある放棄田 
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戸島湿地でのコウノトリの繁殖―2014年の記録その２― 

コウノトリ湿地ネット：佐竹節夫、宮村良雄、森薫 

 

ハチゴロウの戸島湿地に設置された人工巣塔での2014 年の繁殖記録の第 2 弾です。前号で交

尾から産卵までを報告しましたので、今号は抱卵～巣立ちです。 

●繁殖個体  メス・J0294（2001年生）、オス・J0391（2004年生）。2008年春にペアを形成し、すぐ

に産卵、孵化、育雛、巣立ちを成し遂げ、以後毎年繁殖に成功。 

●映像撮影  巣塔から約 150ｍ離れた湿地管理棟の２階に設置した固定カメラにより、日が差し

て明るくなる早朝から夕方暗くなって見えなくなるまで、目視が可能な限り観察。 

●観察期間  2014 年 4 月 16 日～8 月 12 日（119 日） 

      ※２回目の営巣の最初の交尾日からヒナ3 羽の巣立ち完了まで。 

 

１． 抱卵 

初卵（５月４日）以降の抱卵状況は図１、２のとおりです。抱卵の雌雄割合は、オスが 47％、メスが

53％でした。前年・2013年（オス46％、メス54％）と比べると、オスの抱卵時間がわずかに多くなって

いる、乃至は殆ど同じといっていいでしょう。しかし、２年だけの記録ですので、雌雄割合の断定は次

年度以降も観察を重ねてみる必要があります。 

 

 

表１ 
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表２ 

 

２．孵化・育雛 

（１）孵化 

飼育下での孵卵器による孵化日数は、31 日±1 日とのことです（船越稔・コウノトリの郷公園主任

飼育員）。また、気温が高い時期には早く孵化する傾向があるとのこと。野生下では初卵、第2 卵は

親鳥が兄弟ヒナの発育を揃えるために半分くらいしか抱かず、第3 卵と孵化日を合わすよう調整する

のがこれまでの例でした。これを踏まえて、ヒナ孵化日の特定を試みました。 

ヒナが孵化したことの確認は、2 つの方法で行っています。１つは、ライブ映像で親鳥の餌吐きだし

を見ること。２つ目は、隣接の山に登っての目視です。まずは、映像での吐き出し（※）確認。映像か

らの読み取り状況は表３のとおりです。 

※これまで「吐き戻し」と表現してきましたが、「戻し」の意味に疑問があったため、ここでは「吐き出

し」としています。 

 

J0294 

261 時間 18 分  

53％ 

表３－１ 
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6 月 2 日にオス3 回、メス1 回の吐き出しが記録されていますので、この日に孵化したものと捉えら

れます。この日とすれば抱卵日数は30日、前述の31日±1 日に合致しますが、野生下で孵化調整

すると孵化日数は34～5日になることがあります。 そこで、前述の船越氏に尋ねてみました。曰く、こ

の年は 2 回目の産卵であり、6 月初旬という初夏なので、初卵から完全抱卵した可能性もあるので

は・・とのことです。でも、翌3 日は 1 回しか吐き出していません。 

そこで、私たちは次のことも考えました。１つは、画面の行為が吐き出しではなく転卵だった可能性

もあるのではないかとの疑問。しかし、もうデータ保存期間がとっくに過ぎ、再確認しようがありません。

もうひとつは、親鳥が孵化前の（卵の中の）ヒナの鳴き声に反応して吐き出した可能性です（※）。なら

ば、実際の目視の場合を見てみましょう。整合性があればいいのですが。 

※飼育下では実例があったとのこと。（船越稔氏談） 

 

山での目視は、６月４日にヒナ１羽を確認しています。この日、もしくは前日の孵化と考えられます。

であれば孵化日は６月3～4 日で抱卵日数は 31 もしくは32 日間となります。 

その後の山での目視はなく、６月16日の映像で3羽が成育していることを確認しているだけなので、

結局、初雛孵化日は６月２日～４日としか言えず、明確には特定できませんでした。ここでは、とりあ

えず６月２日初雛孵化日としておきます。 

 

（２）育雛 

親鳥のヒナへの給餌（回数の推移、雌雄割合）、ヒナを抱く雌雄割合、親鳥の在巣時間の推移、そ

して巣立ちをまとめてみました。 

① 給餌回数 

表４は、親鳥の吐き出し回数を孵化から巣立ちまで雌雄別に追ったものです。1 日の最多回数（雌

雄合計）は孵化29日目の16回で、合計573回でした。雌雄割合はオスが257回で45％、メスは316

回で55％でした。前年はオス43％、メス57％でしたので、抱卵同様にオスの割合が少し多くなってい

る、乃至は殆ど同じといっていいでしょう。これも次年度以降も記録を継続して判断していきましょう。 

 

 

表３－２ 
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前年はヒナ２羽への給餌（吐き出し）回数が計440回、2014年の 3 羽では計 573回。1 羽増による

吐き出し回数の相違は133 回増でした。1 羽あたりの回数で比べると前年が220 回／1 羽、本年が

191回／1 羽とかなり減少しています。しかし1 回の吐き出し量＝ヒナの採食量であれば、ヒナ生育に

要する餌量解明に光明が差すのですが、前年報告のとおり親鳥はヒナの食べ残し（食べ遅れ）をさっ

さと食べてしまうので、今回も計量不能でした。また、吐き出した生物種も、ヘビやナマズなどの大型

種以外は特定不能でした。 

② ヒナを抱く時間 

 親鳥がヒナを抱いている雌雄の時間の推移は、表５のとおりです。1 羽目の孵化から数日間をしっ

かり抱き、13日目から1 時間未満となり、以後1 日を除いて全く抱かない日が続いています。前年（4

月 9 日孵化）は20 日目から1 時間ほどになっていることと比べると、ずっと短期間で抱かなくなって

います。孵化が4 月初旬と6 月初旬という2 カ月の違いが、抱く必要のない気温をもたらせたようで

す。 

ちなみに、ヒナを抱く雌雄割合は、オスが57 時間 22 分で 45％、メスが68 時間 50 分で 55％でし

た。前年はオスが51％、メスが49％とオスがわずかに多かったのですが、2014年は逆転しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

│

∑
⌂
⇔

 
育雛期間吐き出し回数割合 

2014/6/2～8/12 

 

表４ 

表５ 
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表６ 

なお、今回は親鳥が巣を空にする時間も調べてみました。ヒナが小さいうちは親鳥どちらかが巣に

居て外敵からヒナを守るのですが、大きくなるとヒナ自身に防御力が付くので、安心して巣を空にする

時間が多くなります。さらに巣立ち前になると、親鳥は（わざと）巣外に居てヒナに巣立ち（自立）を促

すこともあります。 

表６は6 月 2 日の孵化から8 月 12 日に 1 羽が巣立つまでの推移を表したものです。親の役目が

よく分かると思います。 

 

 

 

表７ 

 

３．まとめ 

2014年の繁殖は、産卵前からのJ0017による襲撃が繰り返され、ついに育雛中のヒナが3 羽とも

殺害されるという特異な中で行われました。そんな中でも、J0294,J0391のペアは 7 年連続の繁殖を

成功させたのですから、よく頑張ったなと思います。そして、私たちへ2回目の繁殖例として様々なデ
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ータを提供してくれたので、感謝、感謝です。 

 

雌雄割合を振り返ってみると、抱卵がオス 47％（前年46％）、メス53％（前年54％）。抱雛がオス

45％（前年51％）、メス55％（前年49％）。給餌はオスが257 回で 45％（前年：190 回で 43%）、メス

316回で 55％（前年：250回で 57%）でした。2014年は抱卵、育雛ともメスが多いのが明確に表れたと

言っていいと思われます。 

2 回目の繁殖であること、初夏という季節であること等から、例年の繁殖記録との相違も感じられま

すが、一つの事例として今後に生かしたいと思います。 

課題としては、産卵日、孵化日の特定については、映像と目視両方の検証を要するので、目視体

制を強化する必要ありと感じました。また、他の巣での繁殖記録と比較検証することも重要です。今

後、コウノトリの郷公園等との協力・連携が進み、データを積み重ねることでコウノトリの繁殖が解明で

きることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

今年のコウノトリの繁殖（その２） 

コウノトリ湿地ネット会員 宮村さち子 

 

6 月末になり豊岡盆地ではコウノトリが次々と巣立ちしている。今年は9 カ所の巣塔で営巣した。6

月 30 日現在、巣立ちを終えた巣塔は６ヶ所、子育て中が2 ヶ所、抱卵中が1 ヶ所である。 

今年の繁殖も様々な出来事があった。今年の特徴としては 

1、前年にまして各巣塔が他のコウノトリたちの襲撃を受けることが頻繁になったこと。 

２、そのせいか、巣塔に親がいる時間が長くなったようであること（長年の観察者の感想）巣立ち後

も親が付きっきりの状態が見られる。 

３、今年新しいペアの営巣した河谷電柱が百合地の巣塔から570ｍほどしか離れていないこと（距

離もさながら、お互いに丸見えである） 

４、今年の幼鳥の雌雄比がメスにかたよっていること。というより殆どメスである。巣立ちした12 羽の

内オスは2 羽、その内1 羽は巣立ち後死亡したので、現在オス1 羽、メス11 羽の状態。野外のコウ

ノトリの雌雄比がさらにいびつになってきている。 

今年の繁殖で野外での巣立ちが 100 羽を超えた。野外生まれのコウノトリたちがどんどん繁殖年

齢に達してきている。今年はお隣韓国、関東の野田市、福井県越前市で放鳥が予定されている。豊

岡生まれのコウノトリたちと各地のコウノトリたちが出会い、新しい生息地を作り出すことも視野に入っ

てきたと考えるのは性急なことだろうか。勿論出会うのは人間たちもです。 
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※ 赤丸は抱卵・育雛中、乃至は巣立ちした巣塔 

※ 青丸はメス同士のペア、乃至は繁殖に至らなかったもの 

 

2015 年豊岡盆地におけるコウノトリ繁殖状況 

（2015 年 6 月 30 日現在） 
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２０１５年繁殖状況（６月３０日現在） 赤字は今年できた新ペア    ※は巣立ちがまだのペア 

繁殖場所 メス オス 孵化日（推定） ヒナ数 個別巣立日 足環装着 備考 

戸島 J0294 J0391 4 月 1 日 2 
6 月 10日 104（ﾒｽ） J0030 に巣塔を攻撃され、強制的な巣立ちとなった。その後も執拗

に幼鳥へ攻撃を続けている。J0030 は永留ペアでペアのオスを昨
年事故で亡くした。 6 月 10日 105（ﾒｽ） 

赤石 J0017 J0426 4 月 7 日 2 
6 月 10日 106（ﾒｽ） 今年成立した新しいペア。J0106は巣立ちの飛行で円山川を越え、

弱っていたところを保護される。 
6 月 10日 107（ﾒｽ） 

野上 J0001 J0362 3 月 31日 1 6 月 7 日 103（ﾒｽ） 幼鳥は巣立ち後、うまく飛行できず、しばらく巣塔に戻れなかった。 

福田 J0010 J0020 3 月 29日 2 
6 月 21日 101（ｵｽ） 昨年メスのJ0004が死亡し、新たにJ0010♀J0020♂がペアになっ

た。 6 月 16日 102（ﾒｽ） 

庄境 J0012 J021 3 月 20日 2 
5 月 30日 99（ﾒｽ） 今年の一番手の巣立ち。 

6 月 1 日 100（ﾒｽ） 

※百合地 J0228 J0275 5 月 30日  ― ― 6 月 30日現在抱卵中   

※河谷 J0016 J0025 5 月 21日 １ ― ― 育雛中 （6 月 28日ヒナ2 羽の内 1 羽の死亡確認） 

※伊豆 J0296 J0381 5 月 28日 1 ― ― 6 月 30日現在育雛中 

山本 J0399 J0011 4 月 18日 2 
6 月 21日 108（ｵｽ） メス同士のペアJ0006・J0015が常に巣塔の近辺で営巣活動を行っ

ていた。J0108は巣立ち後24日に事故により死亡 6 月 21日 109（ﾒｽ） 

山本電柱 
J0006 

J0015 
 

 メス同士のペア 営巣場所を求め、山本巣塔の周囲の電柱、鉄塔

を転々とした。巣塔を伺っているが激しい攻撃は見られない。 

袴狭 
J0363 

J0428 
 

 今年も抱卵していた模様 

上野 J0009 J0013 
 今年は三保の放鳥拠点近くで見かけられた。実際の所在は点々と

しているためはっきりしない。 

合計    巣立 11羽 育雛 2 羽 抱卵 1 組  
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セグロセキレイ 

ハクセキレイ 

円山川下流域の鳥たち 

但馬野鳥の会 顧問 早川 貞夫 

 

豊岡盆地の中をゆったりと流れ下る円山川は、自然豊かな水辺を形づくりながら長い長い刻をき

ざんで多くの生きものに生活の場を与えながら日本海に注いでいる。変わらぬ流れの中で、時と共に

少しずつ変化している鳥たちの生活を覗いてみよう。 

コウノトリの人工飼育が始まり、コウノトリが豊岡の空からいなくなった昭和40 年代の終り、時々目

撃情報が市役所に寄せられた。今と違い、当時はコウノトリを識別できる人は少なく、市の要請で故

松本茂氏と何度か目撃された現場へ走ったが、コウノトリが居たことはなかった。「アオサギと間違え

たのだろうが、無駄でも『もしも』に賭けるのもロマンがあっていい」と、二人で負け惜しみを言い合っ

ていたものだ。 

 

私がバードウォッチングを始めた頃、見かける白いサギといえば、小柄でクチバシが細

くて黒いコサギばかりで、数も多く、30、50羽と群れを成して飛ぶ姿を見ることは珍しい

ことではなかった。クチバシが太くて長く大きなダイサギを見ることはあまりなく、探鳥会で見ることがで

きたら大喜びしたものだった。近頃見るサギはほとんどがダイサギで、あれほどたくさんいたコサギに

出会うことが少なくなった。全国的にこの傾向にあるというが、理由は分かっていない。 

アオサギは、今水辺で最も多く見る鳥だ。高い木に集団で営巣することが多く、木の

上に巣をつくるものだと思っていた。数年前、城崎町菊屋島のアシ原の水辺で集団営

巣が発見された時はとても驚いた。考えてみれば、池の中なら動物等外敵に襲われることはなく、水

面から60cmもあれば少しの増水に耐えられる。人間から離れているので、騒音等で追われることもな

い。申し分のない営巣場所と思うのだ。が、やはり木の上が良いのか池は十分に広いがコロニーは

大きくならず、今年も５、６の巣で子育てがなされている。 

セキレイはションベンドリと言われ、皆さん

におなじみの鳥で、一年中水辺で多く見

られる。近年まで、セキレイと言えばスマートで背と顔が黒

くておでこと腹が白いセグロセキレイがほとんどだった。とこ

ろが冬鳥として渡ってきた顔の白いハクセキレイが20 年ほ

ど前から但馬地方で繁殖するようになり、今では数を増や

して普通に見られ

るようになった。都

市化が進むとハクセ

キレイが勢力を伸ばすという。ある野鳥の会会員さんがセキレ

イのことをコンビニ鳥と言ったが、言い得て妙。コンビニではよ

くセキレイを見る。人間の経済活動を利用して数を増やして

いるのだろう。コンビニではハクとセグロのどちらが多いのだろ

う。今のところ、大きな違いはないように思う。 

 

コサギ 

アオサギ 

セキレイ 
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円山川右岸の野上から玄武洞にかけての河川敷のアシ原で、毎年7月から

9 月にかけてツバメがねぐらをとる。但馬一円から集まるツバメたちが毎日日

没後 10 分～20 分ほどの間、アシ原、川面、水田の上を高く、また低く乱舞

を繰り返す。2 万羽とも3 万羽とも思われるツバメが上空を埋め尽くす様は、何度見ても素晴らしい。

上空が暗くなると、一気にアシ原に飛び込みアシに止まって眠りにつく。ねぐらは、安全な場所であり、

集団でいる方が危険が分散し、情報交換の場としても利用していると言われている。円山川河畔に

は適地は他にもあると思われるし、実際2002～2009年にかけて城崎町菊屋島から出石川伊豆橋付

近の間のアシ原に年代わりでねぐらを移したが、2010年から元に戻り、野上と玄武洞間2.5㎞程の間

に毎年つくられている。なぜ、ここなのか。ツバメだけが知る理由があるはずで、人間が環境を変える

ことには慎重であらねばならないと思う。 

ともあれ、このねぐら入りは壮観で、一見の価値があるので、皆さんに「ぜひ」とお勧めする。 

※但馬野鳥の会では、毎年「ねぐら入りを見る会」を開いていて、今年も8 月 16日夕方に予定してい

ます。 

 

昭和時代の八条、大磯の円山川廃川は、周りに河畔林を巡らせ、夏にはチョ

ウトンボが飛び、冬には多くのカモたちが集い、ある年には当時大変珍しいコ

ハクチョウが9 羽も越冬したこともあった。 

豊岡を造り上げてくれた母なる川・円山川の遺産として自然のままで残してほしいと希望したが、近

代的な面白くもない公園となり、今ではコハクチョウはおろかカルガモの姿もあまり見ない、生物を感

じない公園となってしまっている。 

 

ケリは、かつて瀬戸内海側で繁殖し、六方田圃では冬季時々見かける鳥だったが、

近年六方でも繁殖するようになった。気が強く営巣地に外敵が近づくと、ケッケッケ

ッとけたたましく鳴いて追い払う。人間でも例外ではない。苦笑いをしながら美しい飛行を楽しんでい

る。 

 

六方田圃は、シギやチドリの仲間が春、秋に南方とシベリヤ地方の間、

数千キロもの長い旅の途中に立ち寄る休息と採餌の場として、大変重

要な場所であり、水辺を好む彼らのためにビオトープや水を張った水田が増えることを望んでいる。 

近年実施されている冬期湛水は大変有効であり、これまで時々立ち寄り、すぐ移動していたコハク

チョウが毎年確実に越冬するようになった。コウノトリと共に居る風景はいつ見ても素晴らしく、心休ま

るのもがある。 

マガンやヒシクイ等のガン類は、広い場所を好み、六方田圃では毎年のように目撃情報はあるもの

の越冬することが稀なのは残念だ。 

 

彼らにとって生活の場である湿地や

水田が無秩序な開発によって壊され

ることなく自然豊かな場であれば、豊かな生物圏ができる。菊屋島

には珍しいサンカノゴイが越冬し、ハチゴロウの戸島湿地ではここ

数年ヘラサギやアカガシラサギが飛来している。六方田圃では世

ツバメのねぐら入り 

円山川廃線 

ケリ 

六方田んぼの鳥たち 

ヘラサギ 

珍しい鳥たち 
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界に数千羽しかいない珍鳥ソデグロヅルの幼鳥が越冬し、日本中のバードウォッチャーを豊岡に呼

び込んで大いに経済効果を上げたが、残念なことに７ヵ月滞在した後に飛去してしまった。 

 

 

私がバードウォッチングを始めた50年ほど前、日本では双眼鏡で遠くから眺めるものでしかなかっ

た。同じ頃、ヨーローッパのある国の公園で手の平から餌をもらうリスや小鳥の映像を見て、日本でこ

んな光景を見られる日が来るのは何十年先のことだろうかと思った。いや、永久に来ないかもしれな

いとも思ったが、50 年が過ぎ、日本の都市部の公園ではこれに近い光景が見られるようになった。豊

岡でも、市街地に定着している鳥たちとの距離はほんの少しだが狭くなっているかに感じられる。円

山川の堤防でジョギングをしても、トビやカラスは危険な人ではないと認識して、２～３m 近くを通って

も逃げない。隣家の庭木に巣をかけているキジバトは、庭にせっせと通って巣材を運んでいる。ある

時、佇んでいる私に向って餌をあさりながら近づき、目の前80cm に来てまだ餌を食べているのには

びっくり。ヒヨドリやカワラヒワが庭木に営巣するニュースは時々聞くようになった。こちらが彼らのことを

気にかければ、彼らも答えてくれる。 

人間の側からのみの生物多様性でなく、同じ地球に生きる仲間である彼らの生活権を守りながら

私たちの活動も続けたいものだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六方たんぼのコウノトリとソデグロヅル アカガシラサギ 

早川さんは子どもたちに鳥観察の

面白さを教えて下さっています 
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ハチゴロウの戸島湿地便り （4～6 月編） 

戸島湿地管理棟 森 薫 

 

■■   今年の巣立ちは大変でした。 

6 月 10日の昼過ぎ、ヒナ2 羽の巣立ちのときを待っていたところ

に、1 羽のコウノトリが背後から体当たりをするかのごとく巣塔めが

けて飛んできて、ヒナ2 羽を嘴で攻撃しました。ヒナ2 羽は攻撃を

受けながらも必死で立ち上がると、3 羽はもつれ合うように落下し

「ハッ」とした瞬間には3 羽とも

飛んでいました。その後、ヒナの

1羽（J0104♀）は湿地東の物置の屋根に、もう1羽（J0105♀）は湿

地南の山際に降り、結果的にはこれが巣立ちとなりました。攻撃し

た個体は電柱にとまり4 歳になる（J0030♀）と確認しました。J0104

は屋根からなかなか飛び立つことができませんでしたので、怪我

をしていないか、飛び立つことができるのか･･･と心配し双眼鏡で

確認していたところ、47 分後に飛び立ち円山川河口近くまで飛び引き返してきました。ちょうどコウノ

トリ文化館の北垣さんが来られていて、J0104 を車で追跡してくださいました。北垣さんによると、

J0104 が下島の田んぼまで飛んできたところ空中でJ0030 に攻撃されそのまま降りて行ったそうで、

J0104を探してもなかなか見つけることができなかったそうです。その後、楽々浦の山の斜面にひっそ

りと佇んでいるところを見付けてくださりホッとしていましたが、J0030はJ0104を見失った辺りの電柱に

とまりJ0104を探すようなそぶりをしていたそうです。その後、J0030は飛び立ち、今度はJ0105の近く

に降りて攻撃をしかけましたが、佐竹代表が追いかけ地域の方の協力も得て難を逃れることができま

した。17 時 41 分に J0104とJ0294♀（母鳥）が帰巣し、1 時間後に J0105も帰巣して、J0030の攻撃

により否応なく飛ばされてしまった巣立ちとなり、巣立った後も攻撃をされるなど、今までに例のない

大変な巣立ちとなりました。その後もJ0030は戸島湿地に飛来してはJ0104とJ0105を追いかけまわ

しています。 （写真提供 北垣和也氏） 

 

 

■■   なぜ、戸島のヒナは狙われるのでしょうか･･･ 

市内で繁殖している人工巣塔では、繁殖年齢になったコウノトリが飛来して巣の奪い合いが続い

ています。それでも、戸島人工巣塔のように度重なるヒナへの襲撃はなく、今までの繁殖の中で攻撃

を受けた年を振り返ることで、その原因をつかめないかと整理してみました。 

2009年に赤石人工巣塔で繁殖に失敗したペアに襲撃され、孵化後44日のヒナ1羽が死亡。2014

年には5 歳の雌 J0017（単独）が、J0294の追い出し行為をしていて、孵化後8 日のヒナ3 羽をも攻撃

巣立ち直後のJ0104 巣立ち直後のJ0105 斜面に隠れるJ0104 
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し3 羽とも死んでしまいました。今年は4 歳の雌 J0030（単独）に孵化後71 日のヒナが襲撃されてい

ます。 

この3 件の共通点は、①J0391が 3 羽の雌とも親しい関係であったこと。※J0384（赤石ペアの雌）

の生んだJ0006は J0391の子供であった。J0017とJ0030とは田結・気比地区で一緒に過ごしている

のがしばしば目撃されています。②J0384・J0017・J0030の3羽がJ0294♀のいないときに湿地内や巣

塔の下まで降りることをJ0391 が黙認（縄張り行動をしない）していたこと。③赤石ペア・J0017・J0030

と戸島ペアの餌場が同じ（隣接）であること④数日に及ぶ攻撃が繰り返されていたことです。相違点

は①攻撃のターゲットが違うこと。（2009 年と今年とはヒナ、2014 年は J0294）②ヒナへの追い出し行

為があるかどうかです。 

2009 年は、J0389♂が巣材を咥えて巣塔に降りていることから見ても、赤石ペアが戸島人工巣塔

での繁殖を望んだ結果として親鳥が留守中にヒナを攻撃しました。2014年は、J0017が J0294を何度

も追いかけ、巣塔や電柱にとまっているJ0294 を追い出していたことから、あくまでも、目的はJ0294

を追い出すことで、足元でヒナが動いたために、嘴で突かれてしまったようです。今年の場合は、力

関係では J0030よりJ0294の方が上位であるように見えました。（J0294が電柱にとまっているJ0030

を追い払っている）J0030は下島と飯谷の電柱に巣材を運び、その電柱にJ0294がとまり、翌日には

巣材がすっかり無くなっていたことが確認されています。J0030の攻撃はヒナ2 羽を狙い、6 月 6 日に

は正面から飛んで来たため、ヒナ2 羽に嘴で威嚇され飛び去っていました。10 日は背後から猛スピ

ードで飛んで来て、再度攻撃をしようと試みています。J0030は J0294には敵わないから、ヒナを狙っ

て攻撃をしているように感じました。 

J0017もJ0030も子孫を残すために、自身の力の強さをアピールする手段として、自分より弱いもの

を攻撃しているのでしょうか。このことは、コウノトリだけでなく、野生の生きものの持つ習性なのだと思

います。 

それではなぜ、戸島人工巣塔が狙われるのか考えてみました。戸島人工巣塔は市内で一番北に

位置し、巣塔が山沿いに建っています。また、巣塔の下は湿地があり、ひのそ島、下島、菊屋島、桃

島、気比川、畑上、田結湿地と独占できる広い餌場があります。それから、一番の理由はJ0391♂の

態度です。J0294の不在時に巣塔の下に降りることを許し、普段は若い雌鳥と仲良くしていることが大

きな要因となっているのでは？と思えてなりません。昨年のJ0017を追尾する際のタイミングもいつも

ずれているところがあり、J0391も強い雌を求めているのでは？と思えてなりませんでした。このJ0391

の態度もコウノトリの習性でしょうか？個性なのでしょうか？J0391の態度が個性なら、単独雌にとって

は好都合の雄と縄張り（餌場）、二つの条件が重なった好ましい場所なのだと思います。それならば、

どうすればいいのか･･･一番いいのは、単独雄に巡り合えて繁殖することですが、人間の想い通りに

はいきません。ならば、この状態が続き強いもの同士が結ばれるのでしょうか。J0030の知恵？を使っ

たエネルギッシュな姿勢を見ていていると、来年の繁殖期にも同じことが繰り返されるような気がしま

す。 

 

■■   「幸せ」を運んでくるとされる「コウノトリ」が攻撃する様を見ていると自責の念に駆られます。 

それは、急激に増えたコウノトリの要因は、給餌にも一因があるように思えるからです。戸島人工巣

塔では2009年～2011年まで繁殖期に限り給餌をしていました。当時は、悩みながらも最善の方法な

のだと結論を出し、飼育コウノトリに提供している状態を真似て給餌していました。運んだ餌を食べて

くれると単純には嬉しいものでしたが、給餌を止めたときのコウノトリの姿を見るのは辛いことでした。

給餌について絶対の自信がなく悩み続けた日々が甦ります。記録をみると、2009 年がピークで、だ
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んだん少なくして中止しています。給餌についてはコウノトリが放鳥されてからずっとテーマとなって

いますが、給餌の良し悪しでなく、現在のコウノトリの現状を見つめて考えるときがきているように思い

ます。 

毎年、巣立ちの瞬間の記録を残したいと早朝からカメラとビデオをスタンバイしているのは、豊岡市

の施設を管理するうえでの責任と、巣立ちの感動を分かち合いたいからです。近年は映像提供の依

頼もなく寂しい想いをしていたところ、今年の映像はたくさんの報道機関から「豊岡のコウノトリの現在

の状況が示せる映像」とのことで画像提供の依頼がありました。J0030の攻撃は1分間にも及び、あま

りにも生々しい姿でしたので短時間のニュース番組で攻撃の瞬間だけを取り上げられることを危惧し、

豊岡市、報道関係者の方と話し合いをしました。結果は、市の施設での記録映像は市の判断でとい

うことになり、市は研究者のコメントを付けて映像提供することに決められました。私は、管理者として

情報の公開は原則としても、J0030 の攻撃を目の当たりにした瞬間が甦り、自責の念をどう説明して

いいのか分かりませんでした。そんなとき、管理棟に来られた方に今年の巣立ちの様子を説明してい

ると「コウノトリのことで一喜一憂しているけど、強いコウノトリだけが残っていく･･･それでいいんじゃな

い？」と淡々と話された方がおられ、生物学的には分かるけれど･･･私を励ます言葉だったのでしょう

か？感情移入する私への戒めでしょうか･･･「強いコウノトリだけが生き残っていく」コウノトリ野生復帰

はそれでいいの？今、自問自答しながら･･･ 

悶々としています。  

 

 

 

コウノトリ湿地ネット賛助会員名簿（新規入会） 

 

・豊岡市  坂本 成彦 ・ 宮垣 均 

 

 （201５年４月 1 日～６月３０日） 

ありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。 

 

 

 

編集後記 

 

 

管理棟勤めをしていると、毎年必ずコウノトリが巣立とうとしている姿を見て涙を流される方と出会う。

言葉では表わせない涙だと思う。照れくさそうに帰られる後ろ姿を見送っていると、この『想い』は豊岡

でしか感じられないことだと思う。そんな人に出会えるのが私の『ボーナス』 辛いこともあるけれど･･･

頑張れる♡   （森） 

 

家の掃き出し窓の外に濡れ縁を付けて貰った（家族の手作りです）。家ではそれをウッドデッキと呼

ぶことにした。なんだか家がレベルアップしたような気がする。庭との高低差が少なくなりそれも気分

がいい。でも一番喜んでいるのは我が家のドラ猫２匹。毎日そこでお昼寝、爪とぎにいそしんでいま

す。猫の額の庭だから全くぴったり。   （宮村） 


